
第１３章 商業

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨 商－１

第２ 各科目の評価の観点の趣旨 商－１

第３ 原則履修科目における内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例 商－３

ビジネス基礎 商－３

第４ 単元の評価に関する事例 商－９

ビジネス基礎 商－９



商－1

第１３章 商業

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨
１ 教科目標
商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，ビジネスに対する望ましい心構え
や理念を身に付けさせるとともに，ビジネスの諸活動を主体的，合理的に行い，経済社会の発展に寄
与する能力と態度を育てる。

２ 評価の観点及び趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

ビジネスの諸活動に関 ビジネスの諸活動に関 商業の各分野に関する 商業の各分野に関する
する諸問題について関 する諸問題の解決を目 基礎的・基本的な技術 基礎的・基本的な知識
心をもち，その改善・ 指して自ら思考を深め を身に付け，ビジネス を身に付け，ビジネス，
向上を目指して意欲的 基礎的・基本的な知識 の諸活動を合理的に計 の意義や役割を理解し
に取り組むとともに， と技術を活用して適切 画し，適切に処理する ている。
ビジネスに対する望ま に判断し，創意工夫す とともに，その成果を
しい心構えや実践的な る能力を身に付けてい 的確に表現する。
態度を身に付けてい る。
る。

第２ 各科目の評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

ビジネス基礎 ビジネスの諸活動に ビジネスに関する ビジネスに関する基 商業を学ぶ目的や学
広く関心をもち，そ 諸問題を経済生活と 礎的・基本的な技術 び方を理解するとと
の意義や役割の理解 の関連から的確に把 と望ましい心構えを もに，ビジネスに関
及び諸問題の探究を 握し，自ら思考を深 身に付け，経済社会 する基礎的・基本的
目指して意欲的に取 め，基礎的・基本的 の一員としてビジネ な知識を身に付け，
り組むとともに，経 な知識と技術を活用 スの諸活動を適切に 経済社会におけるビ
済社会の一員として して適切に判断し， 処理するとともに， ジネスの意義や役割
の望ましい心構えや 創意工夫する能力を その成果を的確に表 を理解している。
態度を身に付けてい 身に付けている。 現する。
る。

簿記 企業における取引の 企業における取引の 企業における取引の 企業における取引の
記録・計算・整理に 記録・計算・整理に 記録・計算・整理に 記録・計算・整理に
ついて関心を持ち， 関する諸問題の解決 関する基礎的・基本 関する基礎的・基本
その知識と技術の習 を目指して自ら思考 的な技術を身に付 的な知識を身に付
得を目指して意欲的 を深め，基礎的・基 け，ビジネスの諸活 け，簿記の基本的な
に取り組むととも 本的な知識と技術を 動を計数的に把握 仕組みについて理解
に，ビジネスの諸活 活用して適切に判断 し，適切に処理する している。
動を計数的に把握す し，創意工夫する能 とともに，その成果
る実践的な態度を身 力を身に付けてい を的確に表現する。
に付けている。 る。

情報処理 情報処理機器の活用 情報処理機器の活用 情報処理機器の活用 情報処理機器の活用
について関心をも に関する諸問題の解 に関する基礎的・基 に関する基礎的・基
ち，その知識と技術 決を目指して自ら思 本的な技術を身に付 本的な知識を身に付
の習得を目指して意 考を深め，基礎的・ け，ビジネスの諸活 け，ビジネスの諸活
欲的に取り組むとと 基本的な知識と技術 動に関する情報を適 動に関する情報の意
もに，ビジネスの諸 を活用して適切に判 切に収集，処理する 義や役割を理解して
活動に関する情報 断し，創意工夫する とともに，その成果 いる。
を，適切に収集，処 能力を身に付けてい を的確に表現する。
理し活用する実践的 る。
な態度を身に付けて
いる。
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商品と流通 商品と流通に関する 商品と流通に関する 商品と流通に関する 商品と流通に関する
諸問題について関心 諸問題の解決を目指 基礎的・基本的な技 基礎的・基本的な知
をもち，その改善向 して自ら思考を深 術を身に付け，商品 識を身に付け，ビジ
上を目指して意欲的 め，基礎的・基本的 開発や流通の諸活動 ネスの創造の意義や
に取り組むととも な知識と技術を活用 を適切に処理すると 役割を理解してい
に，商品開発や流通 して適切に判断し， ともに，その成果を る。
の諸活動に主体的に 創意工夫する能力を 的確に表現する。
対応する実践的な態 身に付けている。
度を身に付けてい
る。

国際ビジネス 企業の経営，経済活 企業の経営，経済活 企業の経営，経済活 企業の経営，経済活
動に関する諸問題に 動に関する諸問題の 動に関する基礎的・ 動に関する基礎的・
ついて関心をもち， 解決を目指して自ら 基本的な技術を身に 基本的な知識を身に
その改善向上を目指 思考を深め，基礎 付け，国際的なビジ 付け，国際社会の一
して意欲的に取り組 的・基本的な知識と ネスの諸活動を適切 員としての心構えを
むとともに，国際的 技術を活用して適切 に処理するととも 理解している。
なビジネスの諸活動 に判断し，創意工夫 に，その成果を的確
に適切に対応する実 する能力を身に付け に表現する。
践的な態度を身に付 ている。
けている。
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第３ 必履修科目における内容のまとまりごとの評価規準及び具体例
ビジネス基礎
１ 目標
ビジネスに関する基礎的な知識と技術を習得させ，経済社会の一員としての望ましい心構えを身に付
けさせるとともに，ビジネスの諸活動に適切に対応する能力と態度を育てる。
２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

ビジネスの諸活動に広 ビジネスに関する諸問 ビジネスに関する基礎 商業を学ぶ目的や学び
，く関心をもち，その意 題を経済生活との関連 的・基本的な技術と望 方を理解するとともに

義や役割の理解及び諸 から的確に把握し，自 ましい心構えを身に付 ビジネスに関する基礎
問題の探究を目指して ら思考を深め，基礎 け，経済社会の一員と 的・基本的な知識を身
意欲的に取り組むとと 的・基本的な知識と技 してビジネスの諸活動 に付け，経済社会にお
もに，経済社会の一員 術を活用して適切に判 を適切に処理するとと けるビジネスの意義や
としての望ましい心構 断し，創意工夫する能 もに，その成果を的確 役割を理解している。
えや態度を身に付けて 力を身に付けている。 に表現する。
いる。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及び具体例
商業においては，学習指導要領の内容の(1)や(2)などの単元を内容のまとまりとして，これらごとに
評価規準を作成した。なお，アやイなどの小単元の内容については，学習指導要領解説から引用した。
商業の学習ガイダンス(1)
【学習指導要領の内容】
ア 商業を学ぶ目的と学び方
ここでは，商業を学ぶことで，豊かな人間性，創造性，ビジネスの理解力と実践力など，ビ
ジネスの基礎・基本の能力を身に付けることができることを理解させるとともに，自ら学ぶ目
標を定め，自ら学び，自ら考えるなどの主体的な学び方や生涯にわたり専門的能力を向上させ
る継続的な学び方について理解させる。

イ 商業の学習分野
ここでは，商業の学習分野である流通ビジネス，国際経済，簿記会計，経営情報の４分野の
科目や科目の内容に触れるとともに，各分野が目指しているビジネスの理解力と実践力である

， ， ， 。マーケティング能力 国際交流能力 会計活用能力 情報活用能力の意義について理解させる
また，学習分野と資格取得との関係や卒業後の進学先や就職先など進路についてのガイダン
スを行い，将来のスペシャリストとして必要とされる専門性の基礎・基本の学習の重要性につ
いて理解させる。

【内容のまとまりごとの評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

商業の学習ガイダン 商業を学ぶ目的と学び 商業を学ぶ目的と学び 商業の学習ガイダンス
スに関心をもち，商 方及び学習分野につい 方及び学習分野に関す に関する基礎的・基本

，業を学ぶ目的と学び て，様々な角度から考 る様々な資料を活用し 的な知識を身に付け
方及び商業の学習分 察するとともに，基礎 て，商業の学習分野と 商業の学習と進路の結
野の意義について， 的・基本的な知識を活 進路のかかわりについ び付きの大切さを理解
意欲的に調べたりま 用して主体的，継続的 て把握するとともに， している。
とめたりしようとす な学び方や自らの進路 その過程及び結果を具
る。 をとらえている。 体的に説明する。

【内容のまとまりごとの評価規準の具体例】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・商業を学ぶ目的と学 ・なぜ商業科目を学ぶ ・なぜ商業科目を学ぶ ・商業を学ぶ目的と学
び方に関心をもち， のか，どのような学 のか，どのような学 び方に関する基礎的
なぜ商業科目を学ぶ び方が大切になって び方が大切になって ・基本的な知識を身
のか，どのような学 きているのかについ きているのかについ に付け，なぜ商業科
び方が大切になって て，様々な角度から て，様々な資料を活 目を学ぶのか，どの
きているのかについ 考察するともに，基 用して把握するとと ような学び方が大切
て，意欲的に調べた 礎的・基本的な知識 もに，その過程及び になってきているの
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りまとめたりしよう を活用して主体的な 結果を具体的に説明 かを理解している。
とする。 学び方や継続的な学 する。

。び方をとらえている
・商業の学習分野に関 ・商業の学習分野の目 ・商業の学習分野の目 ・商業の学習分野に関
心をもち，商業の学 指す能力や科目の内 指す能力や科目の内 する基礎的・基本的
習分野の目指す能力 容と資格取得との関 容と資格取得との関 な知識を身に付け，
や科目の内容と資格 係及び学習分野と進 係及び学習分野と進 目指す能力や科目の
取得との関係及び学 路とのかかわりにつ 路とのかかわりにつ 内容と資格取得との
習分野と進路とのか いて，様々な角度か いて，様々な資料を 関係及び自らの学習
かわりについて，意 ら考察するとともに 活用して把握すると と進路の結び付きの，
欲的に調べたりまと 基礎的・基本的な知 ともに，その過程及 大切さを理解してい
めたりしようとす 識を活用して自らの び結果を具体的に説 る。
る。 進路をとらえている 明する。。

経済生活とビジネス(2)
【学習指導要領の内容】
ア ビジネスの役割
ここでは，生産・流通・消費という経済の仕組みと，その担い手である家計・企業・政府の
関係について理解させるとともに，企業が行う経済的諸活動の総称であるビジネスの意義や役
割について，身近な事例を取り上げて理解させる。

イ ビジネスの発展
ここでは，我が国におけるビジネスの発展について，国際化，情報化，サービス化，科学技
術の進展等，経済を取り巻く環境の変化と関連させて理解させる。また，地球環境問題，エネ
ルギー問題への対応など新たなビジネスの課題についても触れ，ビジネスの創造の重要性につ
いて理解させる。

ウ ビジネスに対する心構え
ここでは，ビジネスの諸活動を主体的，合理的に行うための望ましい人間関係，社会性，倫
理観など豊かな人間性と主体性，自己責任の観念，独創性などの創造的な能力を身に付けるこ
との重要性に触れ，ビジネスに対する心構えについて理解させるとともに，起業家精神や企業
経営に関する理念を取り上げて，ビジネスに対する望ましい考え方について理解させる。

【内容のまとまりごとの評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

経済生活とビジネスの ビジネスの役割やその ビジネスの役割やその 経済生活とビジネスの
かかわりに関心をも 発展及びビジネスに対 発展及びビジネスに対 かかわりに関する基礎
ち，ビジネスの役割と する心構えについて， する心構えについて， 的・基本的な知識を身
その発展について，意 経済社会の一員として 様々な資料を活用して に付け，経済の仕組み
欲的に調べたりまとめ 様々な角度から考察す 把握し具体的に説明す やビジネスの役割とそ
たりしようとするとと るとともに，基礎的・ るとともに，ビジネス の発展及びビジネスに
もに，ビジネスに対す 基本的な知識を活用し に対する基本的な心構 対する基本的な心構え
る心構えを身に付けよ てビジネスに関する諸 えを身に付け実践する を理解している。。
うとする。 問題を見付けている。

【内容のまとまりごとの評価規準の具体例】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・ビジネスの役割に関 ・生産・流通・消費と ・生産・流通・消費と ・ビジネスの役割に関
心をもち，生産・流 いう経済を支える仕 いう経済を支える仕 する基礎的・基本的
通・消費という経済 組みとビジネスの意 組みとビジネスの意 な知識を身に付け，
を支える仕組みとビ 義や役割について， 義や役割について， 生産・流通・消費と
ジネスの意義や役割 様々な角度から考察 様々な資料を活用し いう経済を支える仕
について，身近な事 するとともに，基礎 て把握するとともに 組みとビジネスの意，
例を意欲的に調べた 的・基本的な知識を 身のまわりの経済生 義や役割を理解して
りまとめたりしよう 活用して経済の担い 活と結び付けて具体 いる。
とする。 手である家計・企業 的に説明する。

・政府の関係をとら
えている。

・ビジネスの発展及び ・経済を取り巻く環境 ・経済を取り巻く環境 ・ビジネスの発展及び
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新たな課題に関心を の変化とビジネスの の変化とビジネスの 新たな課題に関する
もち，経済を取り巻 発展について，身の 発展について，様々 基礎的・基本的な知
く環境の変化との関 まわりの経済生活を な資料を活用して把 識を身に付け，経済
連及びそれに伴う諸 通して考察するとと 握し具体的に説明す を取り巻く環境の変
課題について，意欲 もに，基礎的・基本 るとともに，ビジネ 化との関連及び，ビ
的に調べたりまとめ 的な知識を活用して スの諸課題を見付け ジネスの創造の重要
たりしようとする。 それに伴う諸課題に 出す力を身に付けて 性を理解している。

気付いている。 いる。
・ビジネスに対する心 ・ビジネスの諸活動を ・ビジネスの諸活動を ・ビジネスに対する心
構えに関心をもち， 遂行するために必要 遂行するために必要 構えに関する基礎的
ビジネスの諸活動を な豊かな人間性や創 な豊かな人間性や創 ・基本的な知識を身
遂行するためには豊 造性及び心構えにつ 造性について，様々 に付け，ビジネスの
かな人間性や創造性 いて，様々な角度か な資料を活用して把 諸活動を遂行するた
及び心構えが大切で ら考察するとともに 握し具体的に説明す めに豊かな人間性や，
あることに気付き， 基礎的・基本的な知 るとともに，基本的 創造性及び心構えが
意欲的にそれを身に 識を活用して経済社 な心構えを身に付け 大切であることを理
付けようとする。 会の一員としてビジ 実践する。 解している。

ネスに対する望まし
い考え方をとらえて
いる。

ビジネスと流通活動(3)
【学習指導要領の内容】
ア 経済活動と流通
ここでは，生産・流通・消費という経済の仕組みを通して流通の意義や役割について理解さ
せるとともに，生活水準の向上や生産の高度化によって生産と消費の隔たりが大きくなり，流
通の役割が大きくなっていることについて理解させる。

イ 流通活動の特徴
ここでは，生産と消費の隔たりを結び付ける流通の機能を取り上げて，流通活動全体に共通
する経済的特徴を，小売業の業種，業態の変化とかかわらせて理解させる。

ウ 流通活動と企業
ここでは，流通活動を円滑に行うために，企業は環境変化に対応した形態をとり，社内を組
織してきたことについて理解させる。また，一般的な企業の形態や組織の概要について理解さ
せるとともに，商品の流通に関連した諸活動であるマーケティングについても触れる。

エ ビジネスの担当者
ここでは，卸売・小売業，金融・保険業，運輸・通信業，サービス業など流通に関連するビ
ジネスの担当者を取り上げて，その活動の概要について理解させる。

【内容のまとまりごとの評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

ビジネスと流通活動の 流通活動の特徴やその 流通活動の特徴やその ビジネスと流通活動に
かかわりに関心をも 担い手である企業につ 担い手である企業に関 関する基礎的・基本的
ち，経済活動における いて，様々な角度から する様々な資料を活用 な知識を身に付け，流
流通の経済的特質やそ 考察するとともに，基 して，ビジネスと流通 通の意義や役割及びビ
の担い手である企業及 礎的・基本的な知識を 活動とのかかわりにつ ジネスの担当者の活動

， 。びビジネスの担当者に 活用して流通活動の諸 いて把握するとともに の概要を理解している
ついて，意欲的に調べ 問題の因果関係や相互 その過程や結果を具体
たりまとめたりしよう 関係をとらえている。 的に説明する。
とする。

【内容のまとまりごとの評価規準の具体例】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・経済活動と流通のか ・生産・流通・消費と ・生産・流通・消費と ・経済活動と流通に関
かわりに関心をも いう経済の仕組みの いう経済の仕組みの する基礎的・基本的
ち，流通の意義や役 中における流通の意 中における流通の意 な知識を身に付け，
割について，身近な 義や役割について， 義や役割について， 流通の意義や役割が
事例を意欲的に調べ 様々な角度から考察 様々な資料を活用し 大きくなっているこ
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たりまとめたりしよ するとともに，基礎 て流通活動の諸問題 とを理解している。
，うとする。 的・基本的な知識を を把握するとともに

活用して流通活動の その過程や結果を具
諸問題を見付けてい 体的に説明する。
る。

・流通活動全体に共通 ・生産と消費の隔たり ・生産と消費の隔たり ・流通活動全体に共通
する特徴に関心をも を結び付ける流通の を結び付ける流通の する特徴に関する基
ち，生産と消費の隔 働きや仕組みについ 働きや仕組みに関す 礎的・基本的な知識
たりを結び付ける流 て，様々な角度から る様々な資料を活用 を身に付け，生産と
通の働きや仕組みに 考察するとともに， して，流通活動の経 消費の隔たりを結び
ついて，意欲的に調 基礎的・基本的な知 済的特徴や変化を把 付ける流通の働きや
べたりまとめたりし 識を活用して流通活 握するとともに，そ 仕組みを理解してい
ようとする。 動の経済的特徴や変 の過程や結果を具体 る。

化をとらえている。 的に説明する。
・流通活動と企業のか ・流通の担い手である ・流通の担い手である ・流通活動と企業のか
かわりに関心をも 企業の形態や経営組 企業の形態や経営組 かわりに関する基礎
ち，流通の担い手で 織の在り方につい 織に関する様々な資 的・基本的な知識を
ある企業の形態や経 て，様々な角度から 料を活用して，実際 身に付け，流通の担
営組織及び実際の流 考察するとともに， の流通活動を把握す い手である企業の形
通活動について，意 基礎的・基本的な知 るとともに，その過 態や経営組織及び実
欲的に調べたりまと 識を活用して流通活 程や結果を具体的に 際の流通活動の概要
めたりしようとす 動と企業の相互関係 説明する。 を理解している。
る。 をとらえている。
・生産・流通・消費と ・生産者，卸売・小売 ・生産者，卸売・小売 ・生産・流通・消費と
いう経済の仕組みの 業，金融・保険業， 業，金融・保険業， いう経済の仕組みの
中における流通に関 運輸・通信業，サー 運輸・通信業，サー 中における流通に関
連するビジネスの担 ビス業など流通に関 ビス業など流通に関 連するビジネスの担
当者に関心をもち， するビジネスの担当 するビジネスの担当 当者について，基礎
その種類や役割及び 者について，様々な 者について，様々な 的・基本的な知識を
活動の概要につい 角度から考察すると 資料を活用して，活 身に付け，その種類
て，意欲的に調べた ともに，基礎的・基 動の動向を把握する や役割及び活動の概
りまとめたりしよう 本的な知識を活用し とともに，その過程 要を理解している。
とする。 てその活動の動向を や結果を具体的に説

とらえている。 明する。

ビジネスと売買取引(4)
【学習指導要領の内容】
ア 売買取引と代金決済
ここでは，売買契約の意義，売買契約の条件，売買契約の締結と履行，さらに代金の決済な
ど売買取引に関する基礎的な内容について理解させる。その際，電子商取引，電子マネーにつ
いても理解させる。

イ 売買に関する計算
ここでは，分数，小数，百分率，割合などの表示の方法と計算，商品の数量と代価の計算，
仕入原価と売価の計算，利益率の計算，売買に必要な度量衡，外国貨幣の計算及び換算につい
て理解させる。なお，計算は演習問題等で慣れさせる程度とし，用具は適切なものを使用させ
る。

【内容のまとまりごとの評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

ビジネスと売買取引の 売買取引と代金決済及 売買取引と代金決済及 ビジネスと売買取引に
かかわりに関心をも び売買に関する計算に び売買に関する計算に 関する基礎的・基本的
ち，流通活動における ついて，様々な角度か ついて，様々な資料を な知識を身に付け，流
売買取引，代金決済の ら考察するとともに， 活用して，各種の計算 通活動における売買取
仕組み及び売買計算の 基礎的・基本的な知識 方法を把握するととも 引，代金決済の仕組み
方法について，意欲的 と技術を活用して売買 に，売買取引の代金決 及び売買計算の方法を
に確認しようとする。 取引の手順や計算方法 済について適切に処理 理解している。

及び代金決済手段の諸 する。
問題を見付けている。
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【内容のまとまりごとの評価規準の具体例】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・売買取引の成立に関 ・商品の品質，数量， ・商品の品質，数量， ・売買取引の成立に関
心をもち，売買契約 価格など売買契約の 価格など売買契約の する基礎的・基本的
の意義や売買契約の 条件及び締結と履行 条件及び締結と履行 な知識を身に付け，
条件及び締結と履行 の方法について，様 の方法について，様 売買契約の意義や売
など売買取引の手順 々な角度から考察す 々な資料を活用して 買契約の条件及び締
について，意欲的に るとともに，基礎的 把握するとともに， 結と履行など売買取
まとめたり確認しよ ・基本的な知識を活 売買取引の手順を具 引の手順を理解して
うとする。 用してその合理性を 体的に説明する。 いる。

とらえている。
・売買取引における代 ・通貨や小切手・クレ ・通貨や小切手・クレ ・売買取引における代
金の決済方法に関心 ジットカードなど売 ジットカードなど売 金の決済方法に関す
をもち，支払い用具 買取引における代金 買取引における代金 る基礎的・基本的な
の特色や利用法につ の決済方法について の決済方法について 知識を身に付け，そ， ，
いて，意欲的にまと 様々な角度から考察 様々な資料を活用し の特色や利用法を理
めたり確認しようと するとともに，基礎 て把握するとともに 解している。，
する。 的・基本的な知識を それらの特色や利用

活用して決済手段の 法などを具体的に説
諸問題を見付けてい 明する。
る。

・売買取引の中で行わ ・分数 小数 百分率 ・分数 小数 百分率 ・売買取引の中で行わ， ， ， ， ， ，
れる計算に関心をも 割合など数の表示の 割合など数の表示の れる計算に関する基
ち，数の表示の方法 方法と売買に関する 方法と売買に関する 礎的・基本的な知識
と計算及び売買に関 各種の計算について 各種の計算について を身に付け，数の表， ，
する各種の計算につ 様々な角度から考察 様々な資料を活用し 示の方法と売買に関
いて，意欲的に計算 するとともに，基礎 て把握するとともに する各種の計算方法，
したり確認しようと 的・基本的な知識と 売買に関する各種の を理解している。
する。 技術を活用してその 計算を適切に処理す

結果の妥当性を判断 る。
している。

外国人とのコミュニケーション(5)
【学習指導要領の内容】
ア コミュニケーションの方法
ここでは，国際化の進展に伴い，ビジネスにおいて外国人とのコミュニケーションの機会
が増加していることについて理解させるとともに，聞くこと，話すこと，など，態度を交え
た基本的なコミュニケーションの方法を習得させる。

イ コミュニケーションの心構え
ここでは，外国人に対して，相手の立場を尊重し積極的に交流するなど，ビジネスにおい
て外国人と円滑にコミュニケーションを行うための心構えについて理解させる。

ウ 日常の会話
ここでは，国内において外国人と接する場面を取り上げ，日常よく用いられる身近な会話

， ，に慣れ親しませるとともに 我が国の日常生活の過ごし方を外国人に正しく紹介するための
基礎的な知識を習得させる。

【内容のまとまりごとの評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

外国人とのコミュニケ コミュニケーションの コミュニケーションの 外国人とのコミュニケ
ーションに関心をも 方法やその心構えにつ 方法やその心構えにつ ーションに関する基礎
ち，国内においてビジ いて，様々な角度から いて，様々な資料を活 的・基本的な知識を身
ネスで外国人に接する 考察するとともに，基 用して把握するととも に付け，国内において
場合のコミュニケーシ 礎的・基本的な知識と に，国内において外国 ビジネスで外国人に接
ョンの方法や心構え及 技術を活用して日常の 人と接したときの身近 する場合のコミュニケ
び日常の会話につい 会話に親しみ，外国人 な会話を考え適切に表 ーションの方法や心構
て，意欲的にまとめた とのコミュニケーショ 現する。 え及び日常の会話の大
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り確認したりしようと ンの諸問題を見付けて 切さを理解している。
する。 いる。

【内容のまとまりごとの評価規準の具体例】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・ビジネスにおける外 ・聞くこと 話すこと ・聞くこと 話すこと ・ビジネスにおける外， ， ， ，
国人とのコミュニケ など態度を交えた基 など態度を交えた基 国人とのコミュニケ
ーションに関心をも 本的な外国人とのコ 本的な外国人とのコ ーションに関する基
ち，聞くこと，話す ミュニケーションの ミュニケーションの 礎的・基本的な知識
こと，など態度を交 方法について，様々 方法について，様々 を身に付け，聞くこ
えた基本的なコミュ な角度から考察する な資料を活用して把 と，話すこと，など
ニケーションの方法 とともに，基礎的・ 握するとともに，そ 態度を交えた基本的
について，意欲的に 基本的な知識と技術 の過程や結果を具体 なコミュニケーショ
まとめたり確認しよ を活用して国際化の 的に説明する。 ンの方法を理解して
うとする。 進展に伴う諸問題を いる。

見付けている。
・ビジネスにおいて外 ・相手の立場を尊重し ・相手の立場を尊重し
国人と円滑にコミュ 積極的に交流するな 積極的に交流するな ・ビジネスにおいて外
ニケーションを行う ど，ビジネスにおけ ど，ビジネスにおい 国人と円滑にコミュ
ための心構えに関心 る外国人とのコミュ て外国人と円滑にコ ニケーションを行う
をもち，相手の立場 ニケーションの心構 ミュニケーションを ための心構えに関す
を尊重し積極的に交 えについて，様々な 行うための心構えに る基礎的・基本的な
流するなどコミュニ 角度から考察すると ついて，様々な資料 知識を身に付け，外
ケーションの心構え ともに，基礎的・基 を活用して把握する 国人に対して相手の
について，意欲的に 本的な知識と技術を とともに，その過程 立場を尊重し積極的
まとめたり確認しよ 活用してコミュニケ や結果を具体的に説 に交流することの大

。うとする。 ーションの諸問題を 明する。 切さを理解している
見付けている。

・我が国の日常生活の ・国内において，外国 ・国内において，外国
過ごし方を外国人に 人と接する場面でよ 人と接する場面でよ ・我が国の日常生活の
正しく紹介すること く用いられる身近な く用いられる身近な 過ごし方を外国人に
に関心をもち，国内 会話について，様々 会話について，様々 正しく紹介するため
において外国人と接 な角度から考察する な資料を活用して把 の基礎的・基本的な
する場面を想定し， とともに，基礎的・ 握するとともに，そ 知識を身に付け，国
よく用いられる身近 基本的な知識と技術 の場面や状況に応じ 内において，外国人
な会話の習得に意欲 を活用してその場面 て適切に聞いたり話 と接する場面でよく
的に取り組もうとす や状況ごとの諸問題 したりする。 用いられる身近な会
る。 を見付けている。 話の大切さを理解し

ている。



商－9

第４ 単元の評価に関する事例
ビジネス基礎
ここでは 「ビジネス基礎」の単元(3)「ビジネスと流通活動」を受けて設定した小単元「ビジネスの担当，
者」について，指導と評価の工夫を行った事例を紹介する。

単元 「ビジネスと流通活動」 第１学年 ９・１０月(3)
ア 経済活動と流通
イ 流通活動の特徴
ウ 流通活動と企業
エ ビジネスの担当者

小単元名 エ ビジネスの担当者 （１２時間）

１ 小単元の目標
ここでは，生産者，卸売・小売業，金融・保険業，運輸・通信業，サービス業など流通に関するビジ
ネスの担当者を取り上げて，その活動の概要について理解させる。
２ 小単元の評価規準
【エ「ビジネスの担当者 】」

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

内 ・ビジネスと流通活動 ・流通活動の特徴やそ ・流通活動の特徴やそ ・ビジネスと流通活動
容ご のかかわりに関心をも の担い手である企業に の担い手である企業に に関する基礎的・基本
のと ち，経済活動における ついて，様々な角度か 関する様々な資料を活 的な知識を身に付け，
まの 流通の経済的特質やそ ら考察するとともに， 用して，ビジネスと流 流通の意義や役割及び

と評 の担い手である企業及 通活動とのかかわりに ビジネスの担当者の活基礎的・基本的な知
ま価 びビジネスの担当者に 流通活 ついて把握するととも 動の概要を理解してい識を活用して
り規 ついて，意欲的に調べ 動の諸問題の因果関係 に，その過程や結果を る。
準 たりまとめたりしよう や相互関係をとらえて 具体的に説明する。
とする。 いる。

・生産・流通・消費と ・生産者，卸売・小売 ・生産者，卸売・小売 ・生産・流通・消費と
小 いう経済の仕組みの中 業，金融・保険業，運 業，金融・保険業，運 いう経済の仕組みの中
単 における流通に関連す 輸・通信業，サービス 輸・通信業，サービス における流通に関連す
元 るビジネスの担当者に 業など流通に関するビ 業など流通に関するビ るビジネスの担当者に
の 関心をもち，その種類 ジネスの担当者につい ジネスの担当者につい ついて，基礎的・基本
評 や役割及び活動の概要 て，様々な角度から考 て，様々な資料を活用 的な知識を身に付け，
価 について，意欲的に調 察するとともに，基礎 して，活動の動向を把 その種類や役割及び活
規 べたりまとめたりしよ 的・基本的な知識を活 握するとともに，その 動の概要を理解してい
準 うとする。 用してその活動の動向 過程や結果を具体的に る。

をとらえている。 説明する。

①経済の仕組みの中に ①経済の仕組みの中に
学 おける生産者のビジネ おける生産者に関連す
習 スに関心をもち，その るビジネスの担当者に
活 種類や役割及び活動の ついて，基礎的・基本
動 概要について，意欲的 的な知識を身に付け，
に に調べたりまとめたり その種類や役割及び活
お しようとする。 動の概要を理解してい
け る。
る ②小売業における商品 ②小売業における商品 ②小売業における商品 ② 経済の仕組みの中
具 のパッケージに関する のパッケージについ のパッケージに関する における卸売・小売業
体 講義と実習に関心をも て，様々な角度から考 講義と実習の内容につ に関連するビジネスに
の ち，包装の実習につい 察するとともに，基礎 いて，様々な資料を活 ついて，基礎的・基本
評 て，意欲的に取り組も 的・基本的な知識を活 用して把握するととも 的な知識を身に付け，
価 うとする。 用して，パッケージが に，その過程や結果を その種類や役割及び活
規 商品の購買にどのよう 具体的に説明する。 動の概要を理解してい
準 な影響を与えるかをと る。

らえている。
③経済の仕組みの中に ③ 経済の仕組みの中
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おける金融・保険業者 における金融・保険業
のビジネスに関心をも に関連するビジネスに
ち，その種類や役割及 ついて，基礎的・基本
び活動の概要につい 的な知識を身に付け，
て，意欲的に調べたり その種類や役割及び活
まとめたりしようとす 動の概要を理解してい
る。 る。

④経済の仕組みの中に
おける運輸業に関連す
るビジネスについて，
基礎的・基本的な知識
を身に付け，その種類
や役割及び活動の概要
を理解している。

⑤情報・通信業者にお ⑤情報・通信業者にお ⑤情報・通信業におけ ⑤経済の仕組みの中に
ける放送のデジタル化 けるデジタル放送につ るデジタル化が，10年 おける情報・通信業に
に関心をもち，その動 いて，様々な角度から 後のテレビや携帯電話 関連するビジネスにつ
向やデジタル化の及ぼ 考察するとともに，基 を含めた通信社会にど いて，基礎的・基本的
すメリットなどについ 礎的・基本的な知識を のような影響を与える な知識を身に付け，そ
て，意欲的に調べたり 活用して，放送のデジ かについて，様々な資 の種類や役割及び活動
まとめたりしようとす タル化が自分の生活や 料を活用して把握する の概要を理解してい
る。 経済にどのような影響 とともに，新しい姿を る。

を与えるかをとらえて 創造しその結果を具体
いる。 的に説明する。

⑥経済の仕組みの中に ⑥経済の仕組みの中に
おけるサービス業者の おけるサービス業に関
ビジネスに関心をも 連するビジネスについ
ち，その種類や役割及 て，基礎的・基本的な
び活動の概要につい 知識を身に付け，その
て，意欲的に調べたり 種類や役割及び活動の
まとめたりしようとす 概要を理解している。
る。

（注）ここでは，内容のまとまりごとの評価規準は単元(3)「ビジネスと流通活動」のもの，小単元の
評価規準は内容の エ 「ビジネスの担当者」のものとなっており，学習活動における具体の評価規
準は，具体的な学習活動に即したものとなっている。なお，評価の重点化を図る観点から評価規準
の絞り込みをしたところであるが，評価規準の番号については，分かりやすくするために横列で揃
えた。

３ 指導と評価の計画
(1) 授業の流れ
一次 「生産者，卸売・小売業のビジネスについて理解させる 」 ・・・・・ （４時間）。
二次 「金融・保険業のビジネスについて理解させる 」 ・・・・・・・・・ （２時間）。
三次 「運輸・通信業者のビジネスについて理解させる 」 ・・・・・・・・ （３時間）。
四次 「サービス業者のビジネスについて理解させる 」 ・・・・・・・・・ （３時間）。

(2) 指導と評価の展開例

学習活動における
次程 ねらい・学習活動 具体の評価規準と 評価方法等

の関連

一次 １時間：生産者のビジネスについて理解
４時 させる。
間扱 ・生産者の概念について理解する。
い ・生産者の役割は，消費者ニーズにあ

（ ）った商品を消費者に提供することが アの① ○行動観察 関心・意欲・態度
。基本的な役割であることを理解する

・生産者の種類について日本標準産業 エの① ○確認テスト（一次の最後）
分類より理解する。 （知識・理解）
・生産者におけるビジネス活動につい
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て生産活動と販売活動の両面から理
解する。
・生産者の動向について製・配・販同
盟の事例から理解を深める。

３時間：売買業者のビジネスについて理
解させる。
・小売業者の役割は，商品の提供だけ
でなく，多くの役割がある事を理解
する。 エの② ○確認テスト（一次の最後）
・小売業の種類を業態別分類と業種別 （知識・理解）
分類から理解する。
・小売業者におけるビジネス活動につ
いて，チェーン方式のしくみを重点
に理解する。
・最近の小売業者をとりまく動向につ
いて新業態や商店街と大型店の関係
や，情報ネットワーク化をより具体
的に理解する。

（ ）アの② ○行動観察 関心・意欲・態度
外部講師による講義と実習 イの② ○感想文（思考・判断）
－商品のパッケージング－ ウの② ○感想文（技能・表現）

・卸売業者の役割は，商品流通上にお
ける３機能によって商品流通を円滑
にすることを理解する。 エの② ○確認テスト（一次の最後）
・卸売企業は，商品流通上における３ （知識・理解）
機能によって分類されることを理解
する。

，・卸売業者のビジネス活動については
卸総合センターなどによる卸売り業
務の合理化について理解する。
・卸売業者の動向については，最近の
卸売業者の経営の変化を理解する。

， （ ） 「 」・一次の確認テスト（１５分） エの① ② 再掲 ＊ 努力を要すると判断される
状況（Ｃ）と評価される生徒へ
の手だて（４ 観点別評価の進
め方を参照）
身近にある生産者や小売・
卸売業者をあげて，自分の
生活との関連を考えさせ
る。また，ノートを点検し
要点を整理し直したりさせ
るなど，個別指導を行い学
習を支援するようにする。

二次 １時間：金融業者のビジネスについて理
解させる。

２時 ・金融業者の役割は，資金の需要者と
間扱 供給者の橋渡しをすることを理解す

（ ）い る。 アの③ ○行動観察 関心・意欲・態度
・金融業者の種類について，設立され
た目的や業務内容によって分類分け エの③ ○確認テスト（四次の最後）
されることを理解する。 （知識・理解）
・金融業者におけるビジネス活動につ
いて，銀行と証券会社の業務につい
て理解する。
・最近の金融売業者の動向について理
解する。

１時間：保険業者のビジネスについて理
解させる。
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・保険業者の役割は，リスクを相互扶
助から経済的不安の解消であること
を理解する。
・保険業者におけるビジネス活動につ

。いて保険業務以外の業務を理解する
。・保険売業者の動向について理解する

三次 １時間：運輸業者のビジネスについて理
解させる。

３時 ・運輸業者の役割は，生産者と消費者
間扱 の物理的な隔たりを解消することを
い 理解する。 エの④ ○確認テスト（四次の最後）
・運輸業者におけるビジネス活動につ （知識・理解）
いて，輸送業務以外の業務を理解す
る。
・運輸業者の動向について理解する。
２時間：情報通信業者のビジネスについ
て理解させる。
・情報通信業者の役割は，生活の利便
性の提供などであることをより具体
的な事例によって理解する。 エの⑤ ○確認テスト（四次の最後）
・情報通信業者の種類について理解す （知識・理解）
る。
・情報通信業者におけるビジネス活動
について，技術革新によって発展し
ている移動体通信関連，インターネ
ット関連，情報サービス関連を中心
に理解する。
調査・研究） アの⑤ ○ワークシート
情報通信業者におけるデジタル放 （関心・意欲・態度）
送の動向を調べ，情報・通信業者 イの⑤ ○ワークシート
の新たな役割を考察して，デジタ （思考・判断）
ル新時代を創造してワークシート ウの⑤ ○ワークシート
に記入する。 （技能・表現）

「 」＊ 努力を要すると判断される
状況（Ｃ）と評価される生徒へ
の手だて
４ 観点別評価の進め方の
関連箇所を参照。

四次 ３時間：サービス業者のビジネスについ
て理解させる。

３時 ・サービス業者の役割は，個人生活の
間扱 快適性や企業経営の合理化を支援す

（ ）い るなどの役割を理解する。 アの⑥ ○行動観察 関心・意欲・態度
・サービス業者の種類について日本標
準産業分類から理解する。 エの⑥ ○確認テスト（四次の最後）
・サービス業者のビジネス展開上の留 （知識・理解）
意点を理解することによりサービス
業者の進展を考察する。

（ ）・二次，三次，四次の確認テスト エの③，④，⑤， ○ペーパーテスト 知識・理解
「 」（１５分） ⑥（再掲） ＊ 努力を要すると判断される
状況（Ｃ）と評価される生徒へ
の手だて（４ 観点別評価の進
め方を参照）
身近にある金融・保険業
者，情報・通信業者及びサ
ービス業者をあげて，自分
の生活との関連を考えさせ
る。また，ノートを点検し



商－13

要点を整理し直したりさせ
るなど，個別指導を行い学
習を支援するようにする。

（注 「学習活動における具体の評価規準との関連」の中の①～⑥の番号は，前ページの小単元の評価）
規準における学習活動における具体の評価規準の番号と一致している。

【参考資料】
＜「ビジネスの担当者」で使用するワークシート＞

放送デジタル新時代を創造しよう
評価との

年 組 番・氏名 関 連

１ 放送のデジタル化のメリットを調べてまとめよう。

アの⑤
（関心・
意欲・態
度）

， 。２ 放送のデジタル化が 自分の生活や経済にどの様な影響を与えるか考えよう
イの⑤
（思考・
判断）

３ １０年後のテレビや携帯電話を含めた通信社会を創造しよう。
（文でも絵でも自由）

ウの⑤
（技能・
表現）

４ 観点別評価の進め方
ここでは，小単元「ビジネスの担当者」の三次の学習活動における具体の評価規準「おおむね満足で
きると判断される」状況（Ｂ）に照らして，ワークシート「放送デジタル新時代を創造しよう」の記述
分析において 十分満足できると判断される 状況 Ａ と評価される生徒の具体的な状況例 及び 努「 」 （ ） ， 「
力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒への手だての例を，以下にまとめた。

学習活動における具体の 「十分満足できると判断される」状況 「努力を要すると判断さ
評価規準「おおむね満足 （Ａ）と評価される生徒の具体的な状況 れる」状況（Ｃ）と評価
できると判断される」状況 例 される生徒への手だて
（Ｂ）
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アの⑤ ・情報通信業者にお ・ワークシートの記述の分析から，放送 ・インターネットを用い
ける放送のデジタル のデジタル化の発展やそれが及ぼすメリ て情報の検索方法を指導
化に関心をもち，そ ットを調べるなど，デジタル放送がテレ し，自分の生活とのかか
の動向やデジタル化 ビに与えた影響に関心をもっていること わりから放送のデジタル
の及ぼすメリットな が判断できる。また，放送のデジタル化 化のメリットについて関
どについて，意欲的 がテレビ放送のサービスの改善に結びつ 心を持てるように個別に
に調べたりまとめた いていること（テレビの多チャンネル化 指導・支援する。
りしようとする。 や画像品質の改善など）を具体的な例を

挙げてまとめていることが判断できる。

イの⑤ ・情報通信業者にお ・ワークシートの記述の分析から，放送 ・放送のデジタル化が，

けるデジタル放送 のデジタル化が，テレビジョン以外の放 テレビジョン以外の放送に
送サービスの機能の拡大につながってい サービスの機能の拡大について，様々な角度
ることを，様々な角度から考察しようと つながっていることを実から考察するととも
していると判断できる。また，放送サー 際の例を挙げて示すなに，基礎的・基本的
ビスの機能の拡大（オーディオ放送，文 ど，自らの直接的な結びな知識を活用して，
字放送など）が自分の生活やこれからの つきを認識させることに放送のデジタル化が
ビジネスにどのような影響を与えるのか よって，様々な角度から自分の生活や経済に
について，とらえようとしていると判断 考察させるように個別にどのような影響を与
できる。 指導・支援する。えるかをとらえてい

る。

ウの⑤ ・情報通信業におけ ・ワークシートの記述の分析から，情報 ・双方向データ通信技術
るデジタル化が，10 通信業におけるデジタル化が，通信サー の及ぼす利便性の拡大に
年後のテレビや携帯 ビスの多様化 データ通信 画像通信等 ついて，携帯電話の利用（ ， ）
電話を含めた通信社 と放送サービスの多様化（オーディオ放 方法などを挙げて，具体
会にどのような影響 送，文字放送，パソコンや携帯電話向け 的にアドバイスを行い，
を与えるかについて 放送，双方向サービス等）につながり， 自らの生活の向上につい，
様々な資料を活用し 10年後は新しい生活様式が創り出されて て創造させるよう個別に
て把握するとともに いることについて 様々な資料を活用し 指導・支援する。， ， ，
新しい生活様式を創 現在のテレビや携帯電話と比較するなど
造しその結果を具体 して分かりやすく表現していると判断で
的に説明する。 きる。

【評価の実際】
＜図１＞Ａさんのワークシート

放送デジタル新時代を創造しよう

１ 放送のデジタル化のメリットを調べてまとめよう。

従来の 放送のようにアナログ信号で回線を通すと，伝送の途中で画質などが落ちてしTV
まう。しかし，デジタル信号になればそのようなことが起こらず，電波が届けばどこでも画
質は常にきれいになる。これは音声においても同様である。デジタル化に伴い，もっとも大
きなメリットは見る から使う になるということである。具体的には，番組と連動しTV TV
た情報や最新のニュース・地震気象情報，身近なくらしの情報などをリモコン操作でいつで
も調べることができる。また，自分が見たい番組を選択することで決まった時間でなくても
見ることができる。

２ 放送のデジタル化が，自分の生活や経済にどの様な影響を与えるか考えよう。

デジタル放送になると，自分の必要とする情報をいつでも から得ることができるようTV
になる。もっとも身近である電子機器の から多くの情報が得られるということは大量のTV
情報が自然に入ってくるということだと思う。インターネットを使って調べるほど詳しい情

， 。報を得ることはできないにしても からの情報が増えるということはいいことだと思うTV
経済への影響ですが，最も大きく早く出るのは メーカーではないだろうか。デジタル放TV
送を受信できる は必ず必要となっていくので需要は確実に見込める。これは当たり前のTV
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ことだが，この の買い替えがもたらす経済効果は大きい。TV

３ １０年後のテレビや携帯電話を含めた通信社会を創造しよう （文でも絵でも自由）。

（テレビ）
・受信だけでなく送信もできるようになり 番組に直接参加できるようになる。TV
今は，テレビの前に座って送られてくる画面や音声を聞くだけであるが，テレビからの
質問に答えたり，テレビで買い物ができるようになっていると思う。
（携帯電話）
・高性能な携帯式子機（電話）によって や情報がいつでもクリアに見ることができるよTV
うになる。
今は，私の携帯電話でテレビを見ることができないが，１０年後には好きな番組を見る
ことができるようになっていると思う。

【記録分析による評価】
， 「 」 「 」ここでは 小単元 ビジネスの担当者 で使用するワークシートの 放送デジタル新時代を創造しよう

について，様々な資料を収集し，調べ，考察するとともに，結果をまとめる資質や能力を，関心・意欲・
態度（アの⑤ ，思考・判断（イの⑤ ，技能・表現（ウの⑤）の観点から評価した。評価方法としては，） ）
ワークシートの記録に表れた状況の分析（記録分析）を用いた。
＜関心・意欲・態度＞
ア 「放送のデジタル化のメリットを調べてまとめよう 」。
ここでは，ワークシートの記述の分析から，放送のデジタル化のメリットについて，アナログ信号に
よる情報の通信とデジタル信号による情報の通信の違いを挙げて放送のデジタル化のメリットをまとめ
ている。また，より大きなメリットとして「見るＴＶから使うＴＶになる」と具体的な例を挙げてまと
めているので，ここの評価については 「十分に満足できると判断される」状況（Ａ）とした。，
＜思考・判断＞
イ 「放送のデジタル化が，自分の生活や経済にどの様な影響を与えるか考えよう 」。
ここでは，ワークシートの記述の分析から，放送のデジタル化が，まず自分の生活に与える影響につ
いて，ＴＶから自分の必要とする情報をいつでも得ることができるようになることを挙げて考察しよう
としていること。また，経済に与える影響については，デジタル放送を受信できるＴＶへの買い換えの
需要がおこり，それが経済効果につながると具体的にとらえていることから，ここの評価については，
「十分に満足できると判断される」状況（Ａ）とした。
＜技能・表現＞
ウ 「10年後のテレビや携帯電話を含めた通信社会を創造しよう 」。
ここでは，ワークシートの記述の分析から，10年後の通信社会をテレビと携帯電話に分けて，現在

の放送のデジタル化のメリットを上回る利用の仕方を一応示しているが，根拠となる資料の活用例及び
具体的な状況例が（Ａ）の状況に示すように分かりやすく表現できていないと判断したので，ここの評
価については 「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）とした。，

５ 観点別評価の総括
， 「 」 「 」ここでは ビジネス基礎の単元 ビジネスと流通活動 を受けて設定した小単元 ビジネスの担当者

の指導と評価の計画に基づき，それぞれの評価の観点における評価規準に従って，評価方法等を工夫し
学習活動のまとまりごとに評価を実施した。そして，学習活動のまとまりごとに得られた観点別評価を
総括し，小単元における観点別評価とした事例を紹介する。

【観点別評価の総括の考え方（観点ごとの評価ＡＢＣの決定 】）
観点別評価を総括する方法は，次のとおりとした。
(1) 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する数が，その観点における学習活動の具体
の評価規準に照らして評価した結果の半数以上であれば （Ａ）とする。ただし 「努力を要すると， ，
判断される」状況（Ｃ）と評価する数が半数ある場合を除く。
(2) 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価する数が，その観点における学習活動の具体の
評価規準に照らして評価した結果の半数以上であれば （Ｃ）とする。ただし （Ａ）と評価する数， ，
が半数ある場合を除く。
(3) 上記以外及び（Ａ （Ｃ）と評価する数がともに半数ある場合は（Ｂ）とする。），

【事例（Ａさん 】）
関心・意欲 思考・判断 技能・表現 知識・理解

次程 時間 学 習 活 動 ・態度
一次 ４時間 ・生産業者のビジネスにつ Ｂ
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いて理解する
・小売業のビジネスについ
て理解する
・商品のパッケージに関す Ａ Ｂ Ｂ
る講義と実習
・卸売業のビジネスについ
て理解する
・一次の確認テスト Ａ

二次 ２時間 ・金融・保険業者のビジネ Ｂ
スについて理解する

三次 ３時間 ・運輸業者のビジネスにつ
いて理解する
・情報・通信業者のビジネ
スについて理解する
・調査研究のワークシート Ａ Ａ Ｂ

四次 ３時間 ・サービス業者のビジネス Ｂ
について理解する
・二,三,四次の確認テスト Ａ

観点別の総括 Ｂ Ａ Ｂ Ａ

本事例のＡさんの小単元「ビジネスの担当者」における観点別評価の総括は，
「関心・意欲・態度」では，ＢＡＢＡＢで，上記の評価を総括する方法の(3)を採用して「Ｂ」
「思考・判断」では，ＢＡで，上記の評価を総括する方法の(1)を採用して「Ａ」
「技能・表現」では，ＢＢで，上記の評価を総括する方法の(3)を採用して「Ｂ」
「知識・理解」では，ＡＡで，上記の評価を総括する方法の(1)を採用して「Ａ」
であると判断した。
なお，単元によって重視する観点や評価規準があれば，評価の前の段階であらかじめ重み付けをした
り，より信頼ある評価結果を得るために評価回数を多くしたりするとともに，観点の趣旨にふさわしい
評価方法を適切に選択して組み合わせるなど工夫することが必要である。また，この外にも，単元にお
ける観点別評価の総括については，様々な考え方や方法があり，各学校において工夫することが望まれ
る。




